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第
二
章　

反
壟
断
法
と
反
不
正
当
競
争
法
と
の
比
較
検
討

　

第
一
節　

反
壟
断
法
及
び
反
不
正
当
競
争
法
と
比
較
し
た
電
子
商
務
法
の
独
自
性

　

第
二
節　

電
子
商
務
法
と
反
壟
断
法
、
反
不
正
当
競
争
法
の
相
互
補
完

　
　

第
一
項　

反
不
正
当
競
争
法
と
の
共
通
領
域
に
お
け
る
相
互
補
完

　
　

第
二
項　

反
壟
断
法
と
の
共
通
領
域
に
お
け
る
相
互
補
完

結
び

第
八
節
　
個
人
情
報
を
保
護
さ
れ
る
権
利

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
経
由
し
て
取
引
を
行
う
際
に
、
消
費
者
は
自
己
の
個
人
情
報
を
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
。
個
人
情
報
が
安
全
か

つ
適
切
に
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
の
意
義
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
や
取
引
の
円
滑
な
遂
行
に
止
ま
ら
ず
、
第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
に

消
費
者
の
「
安
全
性
を
確
保
さ
れ
る
権
利
に
つ
い
て
」
の
保
護
に
と
っ
て
も
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
電
子
商
務
法
が
制
定
さ
れ
る
前
に
、

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
関
わ
る
ほ
か
の
法
律
や
政
令
が
既
に
施
行
さ
れ
た
が
、
電
子
商
務
法
は
消
費
者
が
自
身
の
個
人
情
報
を
支
配

で
き
る
権
利
を
初
め
て
明
確
に
し
た
法
律
で
あ
る
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
予
め
「
個
人
情
報
を
保
護
さ
れ
る
権
利
」
を
巡
る
電
子
商
務
法
の
保
護
体
系
の
全
体
像
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
同

法
は
消
費
者
が
自
身
の
個
人
情
報
を
自
由
に
取
り
扱
う
権
利
を
明
確
に
し
た
一
方
で
、
経
営
者
と
し
て
、
消
費
者
と
直
接
に
取
引
を
行

う
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
（
例
え
ば
、A

m
azon

の
よ
う
な
プ
ラ
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
）、
及
び
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
が
提

供
し
て
い
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
利
用
し
て
出
店
す
る
事
業
者
側
に
顧
客
個
人
情
報
を
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
を
課
し
て

い
る
（
第
五
条
、
第
二
三
条
及
び
第
二
四
条
）。
ま
た
右
記
に
違
反
し
た
場
合
の
罰
則
も
設
け
ら
れ
て
い
る
（
第
七
九
条
）。
次
に
、
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
提
供
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者
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
運
営
に
あ
た
っ
て
、
公
開
・
公
平
・
公
正
の
原
則
に
基
づ
い
て
消
費
者
の
利
益

や
個
人
情
報
を
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
定
め
て
い
る
（
第
三
二
条
）。

ま
た
、
電
子
商
取
引
を
所
轄
す
る
行
政
部
門
に
対
し
て
も
職
務
執
行
過
程
に
お
い
て
の
個
人
情
報
等
の
漏
洩
や
転
売
を
禁
止
し
て
お

り
（
第
二
五
条
）、
右
記
に
違
反
し
た
職
員
に
対
す
る
罰
則
を
定
め
て
い
る
（
第
八
七
条
）。
更
に
、
公
共
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
促
進
す
る
に
あ
た
っ
て
、
国
家
が
個
人
情
報
を
含
む
電
子
デ
ー
タ
の
安
全
性
を
保
護
す
る
規
定
も
設
け
ら
れ
て
い
る
（
第
六

九
条
）。

紙
幅
の
都
合
上
、
本
稿
は
論
文
の
テ
ー
マ
に
沿
う
形
で
、
右
記
の
消
費
者
自
身
の
個
人
情
報
を
保
護
さ
れ
る
権
利
と
電
子
商
取
引
事

業
者
（
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
及
び
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
が
提
供
し
て
い
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
店
舗
を
構
え
る
出
店
事
業
者

等
）
の
義
務
に
絞
っ
て
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。
行
政
部
門
に
課
さ
れ
て
い
る
個
人
情
報
保
護
の
義
務
に
つ
い
て
の
紹
介
は
割
愛
す
る
。

電
子
商
務
法
は
、
ま
ず
総
則
規
定
の
第
五
条
に
お
い
て
「
電
子
消
費
取
引
事
業
者
は
、
事
業
活
動
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
自
由
、
平

等
、
公
平
、
誠
実
の
原
則
に
従
い
、
…
…
個
人
情
報
の
保
護
等
の
義
務
を
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
大
原
則
を
明
ら
か
に

し
、
そ
の
上
で
第
二
三
条
と
第
二
四
条
に
お
い
て
消
費
者
と
の
取
引
の
中
で
電
子
商
取
引
事
業
者
が
具
体
的
に
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
と
、
消
費
者
が
具
体
的
に
行
使
で
き
る
権
利
を
定
め
て
い
る
。

第
二
三
条
と
二
四
条
は
本
稿
の
前
半
「
中
国
の
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
型
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
消
費
者
の
保
護
（
1
）」

（
以
下
、「
消
費
者
の
保
護
（
1
）」
と
い
う
）（

（
（

に
お
い
て
、
安
全
性
を
確
保
さ
れ
る
権
利
（
二
三
条
と
二
四
条
）
と
利
便
性
を
享
有
す
る
権

利
（
二
四
条
）
に
も
関
わ
る
規
定
と
し
て
既
に
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
。
本
節
で
は
、
個
人
情
報
を
保
護
さ
れ
る
権
利
の
観
点
か
ら
右

記
両
条
を
改
め
て
考
察
す
る
。

ま
ず
、
第
二
三
条
は
次
の
よ
う
に
、
消
費
者
が
自
己
の
個
人
情
報
を
み
だ
り
に
収
集
さ
れ
な
い
権
利
と
し
て
、「
電
子
商
取
引
事
業
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者
は
、
利
用
者
の
個
人
情
報
を
収
集
、
使
用
す
る
に
当
た
っ
て
法
令
で
定
め
ら
れ
て
い
る
個
人
情
報
の
規
定
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」
と
定
め
て
い
る
。
こ
こ
で
言
う
個
人
情
報
と
は
、
氏
名
や
身
分
証
明
書
番
号
、
連
絡
先
だ
け
で
な
く
、
購
入
履
歴
や
閲
覧
履
歴

も
含
ま
れ
る
と
さ
れ
て
い
る（（
（

。
電
子
商
務
法
が
電
子
商
取
引
事
業
者
に
よ
る
個
人
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
を
規
制
し
て
い
る
背
景
に
は
、

事
業
者
側
が
予
め
同
意
を
得
な
い
ま
ま
、Cookies

等
を
利
用
し
て
購
入
者
の
ア
ク
セ
ス
履
歴
や
購
入
頻
度
と
い
っ
た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
情
報
を
入
手
し
、
更
に
そ
れ
ら
を
基
に
購
入
者
一
人
一
人
の
消
費
傾
向
や
嗜
好
を
把
握
し
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
広
告
を
配
信
す
る
だ

け
で
な
く
、
情
報
デ
ー
タ
の
無
断
転
売
も
多
発
し
て
い
た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
言
う
「
法
令
」
に
は
、「
中

華
人
民
共
和
国
民
法
総
則
」（
以
下
、「
中
国
民
法
総
則
」
と
い
う
）、「
中
国
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
安
全
法
」（
正
式
名
称
「
中
華
人
民
共
和
国

網
絡
安
全
法
」）
及
び
「
消
費
者
保
護
法
」
と
い
っ
た
個
人
情
報
の
保
護
と
関
係
す
る
法
律
の
ほ
か
、「
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員

会
関
于
加
強
網
絡
信
息
保
護
的
決
定
」（

（
（

等
の
政
令
も
含
ま
れ
て
お
り
、
当
該
取
引
と
関
係
し
な
い
個
人
情
報
の
収
集
や
承
諾
な
し
の
転

用
等
は
禁
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る（（
（

。

次
に
、
第
二
四
条
は
、
消
費
者
が
自
己
の
個
人
情
報
を
自
由
に
取
り
扱
う
権
利
を
定
め
て
い
る
。「
電
子
商
取
引
事
業
者
は
、
利
用

者
情
報
の
照
会
、
訂
正
、
消
去
及
び
ア
カ
ウ
ン
ト
の
削
除
の
方
法
、
手
順
を
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
利
用
者
情
報
の
照
会
、
訂

正
、
消
去
及
び
ア
カ
ウ
ン
ト
の
削
除
に
不
当
な
条
件
を
設
定
し
て
は
な
ら
な
い
。
利
用
者
の
情
報
照
会
又
は
訂
正
、
消
去
の
要
請
が
あ

っ
た
場
合
、
電
子
商
取
引
事
業
者
は
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
後
に
、
直
ち
に
情
報
の
照
会
又
は
訂
正
、
消
去
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ア
カ
ウ
ン
ト
の
削
除
の
場
合
は
、
直
ち
に
当
該
利
用
者
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
削
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
定
め
て
お

り
、
消
費
者
か
ら
個
人
情
報
に
関
す
る
右
記
の
要
請
が
あ
っ
た
場
合
は
、
電
子
商
取
引
事
業
者
が
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。
手
順
等
を
「
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
た
背
景
に
は
、
消
費
者
に
情
報
の
確
認
や
編
集
を
容
易
に
で
き
な

い
よ
う
に
さ
せ
る
た
め
に
、
ク
リ
ッ
ク
操
作
す
る
た
め
の
ボ
タ
ン
位
置
等
を
隠
し
た
り
、
見
つ
か
り
に
く
い
よ
う
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
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レ
イ
ア
ウ
ト
を
配
置
し
た
り
す
る
電
子
商
取
引
事
業
者
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。「
情
報
の
照
会
、
訂
正
、
消
去
及
び
ア
カ
ウ
ン
ト

の
削
除
に
不
当
な
条
件
を
設
定
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
た
の
は
、
電
子
商
取
引
事
業
者
は
本
人
確
認
手
続
き
に
お
い
て
身
分
証
明

と
関
係
が
な
い
証
明
資
料
の
提
出
を
要
求
し
た
り
、
利
用
者
情
報
の
照
会
や
編
集
操
作
を
特
定
の
端
末
か
ら
し
か
で
き
な
い
よ
う
に
ロ

ッ
ク
し
た
り
、
情
報
編
集
の
回
数
を
制
限
し
た
り
す
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
る（（
（

。

既
述
の
よ
う
に
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
を
定
め
た
法
令
は
ほ
か
に
も
あ
る
。
特
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
個
人
情
報
に
関
し
て
、
中

国
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
安
全
法
は
そ
の
代
表
格
で
あ
っ
た
。
同
法
第
四
三
条
も
個
人
情
報
の
消
去
や
訂
正
を
求
め
る
権
利
を
定
め
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
権
利
の
行
使
は
無
条
件
で
は
な
く
、
情
報
の
消
去
を
求
め
ら
れ
る
の
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
運
営
者
が
法
令
又

は
双
方
の
約
束
に
違
反
し
て
そ
の
個
人
情
報
を
収
集
し
、
又
は
使
用
す
る
」
場
合
に
限
ら
れ
、
情
報
の
訂
正
を
求
め
ら
れ
る
の
は
「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
運
営
者
が
収
集
し
、
又
は
保
存
し
た
個
人
情
報
に
間
違
い
が
あ
っ
た
場
合
」
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
電

子
商
務
法
の
第
二
四
条
が
本
人
か
ら
の
要
請
さ
え
あ
れ
ば
、
個
人
情
報
の
訂
正
や
消
去
を
直
ち
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て

い
る
こ
と
か
ら
、
既
述
の
よ
う
に
同
法
は
消
費
者
が
自
身
の
個
人
情
報
に
対
す
る
支
配
権
を
鮮
明
に
示
し
た
初
め
て
の
法
律
と
し
て
評

価
さ
れ
て
い
る（（
（

。
電
子
商
務
法
第
二
三
条
と
二
四
条
に
違
反
し
た
電
子
商
取
引
事
業
者
に
対
し
て
同
法
の
第
七
九
条
は
、
中
国
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
安
全
法
に
基
づ
い
て
処
分
を
行
う
こ
と
を
定
め
て
い
る
。

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
す
る
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
と
し
て
の
責
任
に
も
着
眼
し
、
第
三
二

条
は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
運
営
に
あ
た
っ
て
、
公
開
・
公
平
・
公
正
の
原
則
に
基
づ
い
て
消
費
者
の
利
益
や
個
人
情
報
を
保
護
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
定
め
、
個
人
情
報
を
切
れ
目
な
く
保
護
す
る
姿
勢
を
鮮
明
に
し
て
い
る
。
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第
九
節
　
救
済
を
求
め
る
権
利

最
後
に
、
電
子
商
務
法
で
の
み
定
め
ら
れ
た
特
別
な
権
利
で
は
な
い
が
、
消
費
者
の
救
済
を
求
め
る
権
利
に
つ
い
て
も
少
し
触
れ
て

お
き
た
い
。
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
型
ビ
ジ
ネ
ス
も
、
電
子
商
取
引
の
一
形
態
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
等
の
過
程
に
お
い
て
、
消
費
者
の
利
益
が
侵
害
さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
当
然
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
損
害
賠
償
請
求
を
中
心

に
、
消
費
者
が
救
済
を
求
め
る
た
め
に
依
拠
で
き
る
法
律
は
中
国
民
法
総
則
や
中
国
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
安
全
法
を
は
じ
め
、
複
数
存
在

し
て
い
る
。
ほ
か
の
法
律
と
比
べ
、
電
子
商
務
法
の
特
徴
は
何
と
言
っ
て
も
、
消
費
者
と
直
接
に
取
引
を
行
う
事
業
者
に
だ
け
で
な
く
、

取
引
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
み
を
提
供
す
る
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
、
更
に
電
子
決
済
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
法

的
責
任
に
も
焦
点
を
当
て
、
三
つ
の
側
面
か
ら
明
確
に
多
元
的
な
責
任
体
系
を
一
本
の
法
律
に
集
約
し
構
築
し
て
い
る
と
い
う
点
に
あ

る
。ま

ず
、
同
法
第
七
四
条
は
「
電
子
商
取
引
事
業
者
は
、
商
品
又
は
サ
ー
ビ
ス
を
供
給
す
る
に
際
し
、
契
約
の
義
務
を
履
行
せ
ず
、
若

し
く
は
履
行
が
不
完
全
で
あ
り
、
又
は
他
人
に
損
害
を
与
え
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
民
事
責
任
を
負
う
。」
と
規
定
し
、
主
に
消
費

者
と
直
接
取
引
す
る
電
子
商
取
引
事
業
者
（
出
店
者
側
で
あ
る
か
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
）
を
念
頭
に
、
契
約
上
の

義
務
を
履
行
し
な
い
場
合
の
一
般
的
な
民
事
責
任
を
定
め
て
い
る
。

次
に
、A

m
azon

の
よ
う
に
、
出
店
者
に
取
引
の
場
と
な
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
し
な
が
ら
、
自
ら
も
商
品
の
販
売
を
行
う

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
に
対
し
て
も
、
商
品
又
は
役
務
の
供
給
者
と
し
て
の
民
事
責
任
を
課
す
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る
。
前
稿
「
消

費
者
の
保
護
（
1
）」
の
第
二
節
「
情
報
を
知
る
権
利
に
つ
い
て
」
で
紹
介
し
た
電
子
商
務
法
第
三
七
条
は
「
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
マ
ー
自
身
も
そ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上
で
事
業
を
営
む
場
合
、
自
営
す
る
事
業
と
出
店
す
る
事
業
者
の
事
業
を
明
確
な
方
式
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で
区
別
し
、
消
費
者
に
誤
認
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
は
自
営
と
表
記
し
た
も
の
に
つ
い
て
、
商
品

又
は
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
者
と
し
て
の
法
律
上
の
民
事
責
任
を
負
う
。」
と
定
め
て
い
る
。

更
に
販
売
事
業
を
行
わ
な
く
て
も
、
取
引
の
場
で
あ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
す
る
以
上
、
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ

ー
と
し
て
の
責
任
に
も
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
右
記
「
消
費
者
の
保
護
（
1
）」
の
第
一
節
「
安
全
性
を
確
保
さ
れ
る
権
利
に
つ
い
て
」

に
お
い
て
も
紹
介
し
た
電
子
商
務
法
第
三
八
条
は
「
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
内
の
事
業
者
の
供

給
し
て
い
る
商
品
若
し
く
は
サ
ー
ビ
ス
が
身
体
、
財
産
の
安
全
性
基
準
に
満
た
な
い
こ
と
、
又
は
消
費
者
の
合
法
的
な
利
益
を
侵
害
す

る
行
為
で
あ
る
と
知
り
な
が
ら
、
又
は
知
り
う
べ
き
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
か
っ
た
場
合
は
、
当
該
事
業
者
と
連

帯
責
任
を
負
う
も
の
と
す
る
。
消
費
者
の
生
命
や
健
康
に
係
る
商
品
又
は
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー

は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
内
の
事
業
者
の
実
態
と
資
格
に
対
す
る
審
査
の
義
務
を
果
た
さ
ず
、
又
は
消
費
者
の
安
全
を
保
障
す
る
義
務
を

果
た
さ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
消
費
者
が
損
害
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
法
に
基
づ
き
相
応
の
責
任
を
負
う
。」
と
定
め
て
お
り
、

た
と
え
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
が
自
ら
供
給
す
る
商
品
又
は
サ
ー
ビ
ス
で
な
く
て
も
、
責
任
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
明
確

に
し
て
い
る（（
（

。

他
方
で
、
同
法
の
第
五
三
条
か
ら
五
七
条
は
、
電
子
決
済
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
法
的
責
任
に
つ
い
て
も
定
め
て
い
る
。
各
条

の
趣
旨
を
要
約
す
る
と
、
電
子
決
済
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
は
電
子
決
済
の
安
全
性
を
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
ら
ず
（
五
三
条
）、

決
済
サ
ー
ビ
ス
の
安
全
性
上
の
欠
陥
等
に
よ
り
、
消
費
者
が
損
害
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
賠
償
の
責
任
を
負
う
（
五
四
条
）。
決
済

の
支
払
指
示
に
間
違
い
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
因
の
究
明
や
是
正
の
措
置
を
怠
っ
た
た
め
、
消
費
者
が
損
害
を
受
け
た
場
合

に
お
い
て
、
電
子
決
済
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
が
そ
の
賠
償
の
責
任
を
負
う
（
五
五
条
）。
電
子
決
済
の
完
了
後
に
電
子
決
済
サ
ー

ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
は
速
や
か
に
正
確
な
支
払
い
確
認
情
報
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
五
六
条
）。
消
費
者
の
責
め
に
帰
す
る
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こ
と
が
で
き
な
い
不
正
な
支
払
い
に
よ
る
損
害
は
、
電
子
決
済
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
が
そ
の
賠
償
の
責
任
を
負
う
。
電
子
決
済
サ

ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
は
、
不
正
な
支
払
指
示
を
発
見
し
、
又
は
そ
の
申
告
を
受
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
損
害
の
拡
大
を
防
ぐ
措
置

を
直
ち
に
講
じ
な
か
っ
た
場
合
は
、
拡
大
し
た
損
害
の
賠
償
責
任
を
負
う
（
五
七
条
）。

こ
の
よ
う
に
、
電
子
商
務
法
は
、
消
費
者
と
直
接
に
取
引
を
行
う
販
売
事
業
者
に
だ
け
で
な
く
、
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ

ー
、
更
に
電
子
決
済
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
法
的
責
任
に
も
焦
点
を
当
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
賠
償
責
任
を
明
文
規
定
し
て
お
り
、
消

費
者
の
救
済
を
求
め
る
権
利
を
多
元
的
に
保
障
し
て
い
る
。

小
括

本
章
で
は
、
電
子
商
務
法
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
る
消
費
者
の
権
利
を
、
①
安
全
性
を
確
保
さ
れ
る
権
利
、
②
情
報
を
知
る
権
利
、

③
自
主
的
に
選
択
す
る
権
利
、
④
公
平
な
取
引
を
受
け
る
権
利
、
⑤
利
便
性
を
享
有
す
る
権
利
、
⑥
商
品
の
受
取
と
検
査
を
す
る
権
利
、

⑦
評
価
を
行
う
権
利
、
⑧
個
人
情
報
を
保
護
さ
れ
る
権
利
及
び
⑨
救
済
を
求
め
る
権
利
に
分
類
・
整
理
し
な
が
ら
紹
介
し
た
。

従
来
の
法
律
と
比
べ
て
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
型
ビ
ジ
ネ
ス
を
規
律
す
る
電
子
商
務
法
は
、
消
費
者
の
保
護
に
お
い
て
、

次
の
よ
う
な
特
徴
を
備
え
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る（（
（

。
一
つ
目
は
、
消
費
者
の
有
す
べ
き
権
利
と
、
そ
れ
ら
の
権
利
を
侵
害
す
る
違
反
行

為
の
類
型
を
明
確
か
つ
詳
細
に
定
め
て
い
る
点
で
あ
る（（
（

。
二
つ
目
は
、
消
費
者
の
直
接
的
な
取
引
相
手
で
あ
る
販
売
事
業
者
と
、
消
費

者
及
び
販
売
事
業
者
の
両
者
に
取
引
の
場
を
提
供
す
る
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
を
明
確
に
区
分
し
、
販
売
事
業
者
と
し
て

の
義
務
及
び
責
任
と
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
と
し
て
の
義
務
及
び
法
的
責
任
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
定
め
て
い
る
点
で
あ
る（（1
（

。
三
つ
目
は
、

デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
型
ビ
ジ
ネ
ス
の
実
情
に
対
応
し
、
宅
配
事
業
者
や
電
子
決
済
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
に
対
し
て
も
、

消
費
者
の
利
益
を
守
る
義
務
と
法
的
責
任
を
明
確
に
し
た
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
電
子
商
務
法
は
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー



153　　 中国のデジタル・プラットフォーム型ビジネスにおける消費者の保護（2・完）（姜　連甲）

ム
型
ビ
ジ
ネ
ス
の
特
性
に
対
応
し
、
デ
ジ
タ
ル
エ
コ
ノ
ミ
ー
時
代
に
お
け
る
消
費
者
利
益
の
保
護
に
密
着
し
た
画
期
的
な
法
律
で
あ
る

こ
と
を
体
現
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

他
方
で
、
消
費
者
の
権
利
を
侵
害
す
る
行
為
、
例
え
ば
前
稿
の
「
消
費
者
の
保
護
（
1
）」
で
紹
介
し
た
消
費
者
の
「
情
報
を
知
る

権
利
」
を
侵
害
す
る
「
刷
単
」
や
「
自
主
的
に
選
択
す
る
権
利
」
を
侵
害
す
る
不
当
な
抱
き
合
わ
せ
販
売
は
、
電
子
商
務
法
だ
け
で
な

く
、
中
国
の
競
争
法
で
あ
る
反
壟
断
法
と
反
不
正
当
競
争
法
で
も
禁
止
さ
れ
て
い
る
違
法
な
行
為
類
型
で
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
デ
ジ
タ

ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
型
の
取
引
市
場
に
お
い
て
消
費
者
の
権
利
が
ど
の
よ
う
に
保
護
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
視
点
か
ら
、
中
国

電
子
商
務
法
と
反
壟
断
法
及
び
反
不
正
当
競
争
法
の
相
互
補
完
的
な
役
割
に
つ
い
て
第
二
章
で
考
察
し
、
検
討
を
行
い
た
い
。

第
二
章
　
反
壟
断
法
と
反
不
正
当
競
争
法
と
の
比
較
検
討

競
争
秩
序
を
維
持
す
る
中
国
初
期
の
競
争
法
の
代
表
格
は
一
九
九
三
年
に
制
定
・
施
行
さ
れ
た
反
不
正
当
競
争
法
で
あ
っ
た
。
同
法

は
、
二
〇
〇
八
年
に
施
行
さ
れ
た
中
国
版
の
独
占
禁
止
法
で
あ
る
反
壟
断
法
の
運
用
が
徐
々
に
成
熟
し
て
い
く
ま
で
の
長
い
間
、
当
時

の
中
国
の
経
済
市
場
に
お
い
て
特
に
深
刻
で
典
型
的
な
反
競
争
的
行
為
と
さ
れ
て
い
た
行
政
独
占
や
入
札
談
合
、
不
当
廉
売
等
を
規
制

し
て
い
た
。
反
不
正
当
競
争
法
と
、
の
ち
に
制
定
さ
れ
た
経
済
憲
法
で
あ
る
反
壟
断
法
が
、
法
思
想
や
規
制
体
系
に
お
い
て
異
な
る
も

の
の
、
競
争
秩
序
の
維
持
に
関
す
る
法
律
で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら（（1
（

、
反
不
正
当
競
争
法
は
二
〇
一
七
年

の
改
正
に
お
い
て
、
行
政
独
占
の
禁
止
等
反
壟
断
法
の
規
制
射
程
と
重
複
す
る
部
分
や
反
壟
断
法
で
も
規
制
し
う
る
部
分
が
削
除
さ
れ
、

代
わ
り
に
電
子
商
取
引
を
巡
る
不
公
正
な
競
争
手
段
（
例
え
ば
、
利
用
者
に
誤
認
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
、
他
の
事
業
者
が
提
供
し
て
い
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
商
品
を
削
除
さ
せ
る
よ
う
な
行
為
）
に
対
す
る
規
制
の
拡
充
が
図
ら
れ
た
。
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他
方
で
、
反
不
正
当
競
争
法
と
反
壟
断
法
は
、
消
費
者
の
利
益
を
守
る
と
い
う
側
面
を
持
つ
法
律
で
も
あ
り
、
こ
の
点
は
日
本
の
独

占
禁
止
法
と
共
通
し
て
い
る
。
両
法
の
第
一
条
で
あ
る
目
的
規
定
に
は
共
に
、
消
費
者
利
益
の
保
護
と
い
う
目
的
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。
特
に
反
不
正
当
競
争
法
は
、
一
九
九
三
年
の
立
法
当
初
に
不
正
競
争
行
為
の
定
義
を
「
他
の
事
業
者
の
合
法
的
な
利
益
を
侵
害
す

る
」
行
為
に
限
定
し
て
い
た
が
、
二
〇
一
七
年
の
改
正
時
に
「
消
費
者
の
合
法
的
な
利
益
を
侵
害
す
る
」
行
為
も
不
正
競
争
行
為
の
定

義
に
新
た
に
加
え
ら
れ
た（（1
（

。
反
不
正
当
競
争
法
は
反
壟
断
法
よ
り
も
、
直
接
的
か
つ
明
確
に
消
費
者
の
利
益
を
保
護
し
よ
う
と
し
て
い

る
こ
と
が
窺
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
競
争
法
と
電
子
商
務
法
は
、
法
の
直
接
的
目
的
や
規
制
体
系
が
異
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
消
費
者
の
利
益
の
保
護
機

能
と
い
う
点
に
お
い
て
は
共
通
し
、
相
互
補
完
の
関
係
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
型
取
引
を
巡
っ
て
、
電
子
商
務
法
と
反
不
正
当
競
争
法
、
反
壟
断
法
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
消
費
者
の
権
利
と
利
益
を
保

護
し
て
い
る
の
か
を
比
較
検
討
す
る
。

第
一
節
　
反
壟
断
法
及
び
反
不
正
当
競
争
法
と
比
較
し
た
電
子
商
務
法
の
独
自
性

電
子
商
務
法
に
つ
い
て
既
に
前
章
で
紹
介
し
た
の
で
、
本
節
で
は
反
壟
断
法
及
び
反
不
正
当
競
争
法
を
消
費
者
の
利
益
の
保
護
と
い

う
視
点
か
ら
、
簡
単
に
整
理
し
た
う
え
で
電
子
商
務
法
と
の
比
較
を
行
い
た
い
。

最
初
に
反
壟
断
法
を
見
て
み
よ
う
。
既
述
の
よ
う
に
、
反
壟
断
法
は
日
本
で
い
う
独
占
禁
止
法
に
相
当
す
る
法
律
で
あ
る
。
日
本
の

独
占
禁
止
法
と
同
様
に
、
経
済
憲
法
と
し
て
、
競
争
秩
序
を
維
持
す
る
こ
と
に
よ
り
、
消
費
者
の
利
益
を
実
現
し
て
い
く
と
い
う
の
が
、

同
法
の
基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
で
あ
る
。
他
方
で
、
日
本
の
独
占
禁
止
法
に
は
不
公
正
な
取
引
方
法
に
対
す
る
規
制
と
い
う
、
私
的
独
占

と
不
当
な
取
引
制
限
を
補
完
す
る
三
本
目
の
柱
が
あ
り
、
そ
の
中
に
お
い
て
消
費
者
の
利
益
の
保
護
に
直
結
す
る
条
文
も
複
数
用
意
さ
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れ
て
い
る
。
こ
れ
は
日
本
の
独
占
禁
止
法
の
特
徴
の
一
つ
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
中
国
の
反
壟
断
法
に
は
、

右
記
の
不
公
正
な
取
引
方
法
に
対
す
る
規
制
の
よ
う
な
補
完
的
規
定
が
立
法
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
消
費
者
の
利
益
の
保
護
は
あ
く
ま

で
も
競
争
秩
序
を
維
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
間
接
的
に
図
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

確
か
に
中
国
の
反
壟
断
法
に
は
、
不
当
な
高
価
販
売
や
相
手
方
取
引
先
の
制
限
の
禁
止
と
い
っ
た
消
費
者
の
利
益
の
保
護
に
直
結
し

う
る
条
文
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
を
適
用
す
る
た
め
の
法
的
要
件
と
し
て
行
為
者
が
「
市
場
支
配
的
地
位
を
有
す

る
」
事
業
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
法
第
一
七
条
）。
行
為
の
外
形
上
、
消
費
者
の
利
益
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
市
場
支

配
的
地
位
の
要
件
を
充
た
さ
な
け
れ
ば
、
反
壟
断
法
の
射
程
が
及
ば
な
い
。「
市
場
支
配
的
地
位
を
有
す
る
」
か
ど
う
か
の
判
断
は
、

結
局
競
争
的
観
点
か
ら
の
分
析
と
な
る
た
め
（
同
法
第
一
八
条
と
一
九
条
）、
右
記
の
よ
う
に
反
壟
断
法
に
お
け
る
消
費
者
の
利
益
の
保

護
は
、
あ
く
ま
で
も
競
争
秩
序
を
維
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
間
接
的
に
図
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

例
え
ば
、
奇
虎
３
６
０
（
以
下
、「Q
ihoo 360

」
と
い
う
）
と
騰
訊
（
以
下
、「T

encent

」
と
い
う
）
の
間
で
勃
発
し
た
、「
3
Ｑ
大
戦
」

と
表
現
さ
れ
た
反
壟
断
法
訴
訟
は
、
そ
の
好
例
で
あ
る（（1
（

。
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
二
九
日
にQ

ihoo 360

は
、「
３
６
０
扣
扣
保
鏢
」（
以

下
、「360 Q

Q
 bodyguard

」
と
い
う（（1
（

）
と
称
す
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
製
品
を
リ
リ
ー
ス
さ
せ
た
。Q

ihoo 360

の
説
明
に
よ
る
と
、360 

Q
Q

 bodyguard

は
、T

encent

の
イ
ン
ス
タ
ン
ト
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
製
品
（
以
下
、「
Ｉ
Ｍ
」
と
い
う
）
Ｑ
Ｑ
に
よ
る
消
費
者
の
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
デ
ー
タ
の
収
集
や
Ｑ
Ｑ
番
号
の
盗
難
被
害
を
阻
止
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
Ｑ
Ｑ
の
使
用
時
に
表
示
さ
れ
る
広
告
等
を
ブ
ロ
ッ

ク
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
高
速
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
し
か
し
、
Ｑ
Ｑ
に
付
帯
さ
れ
て
い
る
広
告
等
を
ブ
ロ
ッ
ク
す
る360 

Q
Q

 bodyguard

は
、T

encent

の
事
業
収
入
源
を
断
ち
、
Ｑ
Ｑ
と
い
う
Ｉ
Ｍ
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
型
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
崩

壊
さ
せ
な
い
と
は
い
え
な
い
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、T

encent

は
報
復
措
置
と
し
て
、
二
〇
一
〇
年
一
一
月
三
日
にQ

ihoo 360

の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
い
る
Ｐ
Ｃ
で
は
、
Ｑ
Ｑ
を
使
う
こ
と
が
で
き
ず
、Q

ihoo 360

の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
ア
ン
イ
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ン
ス
ト
ー
ル
し
な
い
と
Ｑ
Ｑ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
に
ロ
グ
イ
ン
で
き
な
い
と
す
る
方
針
を
発
表
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
た
め

の
Ｑ
Ｑ
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
守
る
た
め
の360 Q

Q
 bodyguard

を
同
時
に
利
用
し
て
い
た
消
費
者
の
数
が
膨
大
な
ゆ
え
に
、T

en-

cent
の
「
二
者
択
一
」
を
迫
る
措
置
は
大
き
な
反
発
を
招
い
た
。
二
〇
一
一
年
一
一
月
一
五
日
、Q

ihoo 360

は
、
前
述
し
たQ

ihoo 

360

の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
い
る
Ｐ
Ｃ
で
は
Ｑ
Ｑ
を
使
え
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
し
た
、
消
費
者
に
「
二
者
択
一
」

を
迫
るT

encent
の
行
為
は
、
反
壟
断
法
第
一
七
条
第
一
項
四
号
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
相
手
方
取
引
先
の
制
限
に
該
当
す
る
と
し
て

反
壟
断
法
訴
訟
を
提
起
し
た
。
反
壟
断
法
第
一
七
条
第
一
項
は
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る（（1
（

。

「
第
一
七
条　

市
場
支
配
的
地
位
を
有
す
る
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
市
場
支
配
的
地
位
の
濫
用
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

一　

不
公
平
な
高
い
対
価
で
商
品
を
供
給
し
、
又
は
不
公
平
な
低
い
対
価
で
商
品
を
購
入
す
る
こ
と
。

二　

正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
商
品
を
そ
の
供
給
に
要
す
る
費
用
を
下
回
る
対
価
で
供
給
す
る
こ
と
。

三　

正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
取
引
相
手
と
の
取
引
を
拒
絶
す
る
こ
と
。

四　

正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
取
引
相
手
に
自
己
と
の
み
取
引
す
る
こ
と
を
強
制
し
、
又
は
自
己
が
指
定
す
る
事
業
者
と
の
み
取

引
す
る
こ
と
を
強
制
す
る
こ
と
。

五　

正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
抱
き
合
わ
せ
販
売
を
し
、
又
は
そ
の
他
の
不
合
理
な
条
件
を
付
け
て
取
引
す
る
こ
と
。

六　

正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
条
件
が
同
様
で
あ
る
取
引
相
手
に
対
し
、
取
引
価
格
等
の
取
引
条
件
に
つ
い
て
、
差
別
的
な
取
り

扱
い
を
す
る
こ
と
。

七　

国
務
院
の
独
占
禁
止
法
執
行
機
関
が
定
め
る
そ
の
他
の
市
場
支
配
的
地
位
を
濫
用
す
る
行
為
。」。

一
審
判
決
（
広
東
省
高
級
人
民
法
院
）
は
、T

encent

に
よ
る
「
二
者
択
一
」
を
迫
る
と
い
う
行
為
自
体
が
外
形
上
、
第
一
七
条
第
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一
項
四
号
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
相
手
方
取
引
先
の
制
限
の
態
様
に
該
当
す
る
も
の
の
、T

encent

側
に
は
市
場
支
配
的
地
位
を
有
し
な

い
た
め
、
結
果
的
に
右
記
四
号
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
判
示
し
た（（1
（

。

他
方
で
、
右
記
の
高
裁
判
決
に
対
し
て
二
審
の
最
高
裁
判
決
（
最
高
人
民
法
院
）
は
、「
二
者
択
一
」
と
い
う
行
為
は
Ｑ
Ｑ
と360 

Q
Q

 bodyguard
の
併
用
を
妨
げ
る
も
の
の
、
そ
の
直
接
的
な
目
的
が
競
争
者
を
排
除
す
る
た
め
で
は
な
く
、
ま
た
Ｑ
Ｑ
と
い
う
Ｉ
Ｍ

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
取
っ
て
代
わ
り
う
る
強
豪
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
複
数
存
在
し
て
い
て
Ｑ
Ｑ
が
市
場
支
配
的
地
位
に
な
い
た
め
、

「
二
者
択
一
」
を
迫
る
行
為
は
取
引
の
相
手
方
で
あ
る
消
費
者
の
Ｉ
Ｍ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
選
択
す
る
自
由
を
制
限
す
る
効
果
も
、

競
争
者
を
排
除
す
る
効
果
も
限
定
的
で
あ
る
と
し
て
、
右
記
四
号
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
判
示
し
た（（1
（

。

こ
の
よ
う
に
、
右
記
の
一
審
判
決
と
二
審
判
決
は
、
結
論
に
至
る
ま
で
の
論
理
構
成
こ
そ
異
な
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
市
場
支
配
的

地
位
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
不
正
競
争
行
為
に
よ
っ
て
消
費
者
の
利
便
性
が
損
な
わ
れ
て
も
、
反
壟
断
法
で
は
そ
れ
に
対
処
で

き
な
い
と
い
う
結
果
と
な
っ
て
い
る（（1
（

。

次
に
反
不
正
当
競
争
法
を
見
て
み
よ
う
。
反
壟
断
法
が
施
行
さ
れ
る
ま
で
、
反
不
正
当
競
争
法
は
競
争
法
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。

更
に
、
二
〇
一
七
年
と
二
〇
一
九
年
の
法
改
正
を
経
て
反
壟
断
法
と
重
複
す
る
多
く
の
部
分
が
削
除
さ
れ
た
一
方
、
知
的
財
産
権
や
営

業
秘
密
の
侵
害
に
対
す
る
規
制
等
が
強
化
さ
れ
、
反
壟
断
法
と
の
棲
み
分
け
が
明
瞭
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
日
本
独
占
禁
止
法
の
不
公

正
な
取
引
方
法
と
不
正
競
争
防
止
法
を
組
み
合
わ
せ
た
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
（
右
記
両
法
の
規
制
範
囲
を
す
べ
て
カ
バ
ー
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
が
）。

反
不
正
当
競
争
法
第
六
条
は
、
自
己
の
商
品
が
他
の
事
業
者
の
商
品
又
は
他
人
と
特
定
の
関
係
が
あ
る
も
の
と
誤
認
さ
せ
る
行
為
を

禁
止
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
商
品
の
名
称
や
デ
ザ
イ
ン
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
等
の
電
子
商
取
引
に
関
わ
る

ド
メ
イ
ン
名
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
誤
認
を
も
た
ら
す
模
倣
も
含
ま
れ
る
。
同
法
第
八
条
は
、
事
業
者
が
販
売
す
る
商
品
の
性
能
・
効
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能
・
品
質
・
販
売
状
況
・
顧
客
の
評
価
・
過
去
の
受
賞
歴
等
に
つ
い
て
、
欺
瞞
的
又
は
誤
認
を
も
た
ら
す
よ
う
な
商
業
宣
伝
を
用
い
て

消
費
者
を
欺
き
、
誘
引
す
る
行
為
を
禁
止
し
て
い
る
と
と
も
に
、
事
業
者
が
組
織
的
に
架
空
の
取
引
等
を
用
い
て
他
の
事
業
者
の
欺
瞞

的
又
は
誤
認
を
も
た
ら
す
商
業
宣
伝
を
幇
助
す
る
こ
と
も
禁
止
し
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
等
の
電
子
商
取
引
に
お

い
て
発
生
す
る
不
当
表
示
や
「
刷
単
」
の
よ
う
な
偽
レ
ビ
ュ
ー
に
も
、
第
八
条
が
適
用
さ
れ
る
。
同
法
第
一
〇
条
は
、
懸
賞
品
が
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
る
と
偽
っ
た
り
、
予
め
用
意
し
た
協
力
者
に
当
選
さ
せ
た
り
す
る
等
の
欺
瞞
的
景
品
付
き
販
売
行
為
を
禁
止
し

て
い
る
。
同
法
第
一
二
条
は
、
事
業
者
が
技
術
的
な
手
段
を
用
い
て
利
用
者
の
選
択
の
自
由
を
制
限
し
、
他
の
事
業
者
の
商
品
又
は
サ

ー
ビ
ス
の
供
給
を
妨
害
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
他
の
事
業
者
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
無
断
で
外
部

へ
の
ハ
イ
パ
ー
リ
ン
ク
を
挿
入
し
た
り
タ
ー
ゲ
ッ
ト
ジ
ャ
ン
プ
を
仕
掛
け
た
り
す
る
行
為
、
及
び
他
の
事
業
者
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
を
変
更
、
終
了
、
ア
ン
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
よ
う
に
利
用
者
を
誘
導
し
た
り
強
制
し
た
り
す
る
行
為
等
が
あ
る
。
実
際

に
、
現
行
反
不
正
当
競
争
法
の
第
一
二
条
は
二
〇
一
七
年
の
法
改
正
に
お
い
て
新
設
さ
れ
た
条
文
で
あ
る
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
前
述

し
たQ

ihoo 360

対T
encent

反
壟
断
法
訴
訟
の
よ
う
に
、
消
費
者
に
「
二
者
択
一
」
を
迫
る
行
為
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

市
場
支
配
力
と
い
う
要
件
が
充
た
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
競
争
法
の
規
制
を
逃
れ
た
ケ
ー
ス
が
念
頭
に
置
か
れ
た
と
さ
れ
て
い
る（（1
（

。

ま
た
、
同
法
第
一
一
条
は
、
直
接
に
消
費
者
を
保
護
す
る
条
文
で
は
な
い
も
の
の
、
競
争
相
手
の
信
用
や
商
品
の
評
判
を
毀
損
す
る

虚
偽
又
は
誤
認
を
招
く
情
報
の
捏
造
、
流
布
を
禁
止
し
て
い
る
た
め
、
欺
瞞
的
な
情
報
の
拡
散
を
防
ぐ
と
い
う
意
味
に
お
い
て
間
接
的

に
消
費
者
の
利
益
に
寄
与
す
る
と
考
え
ら
れ
る（（2
（

。
例
え
ば
、
通
信
販
売
の
よ
う
な
電
子
商
取
引
に
お
い
て
、
競
争
相
手
の
評
判
を
落
と

す
よ
う
な
「
刷
単
」
の
行
為
は
、
一
一
条
の
射
程
に
も
含
ま
れ
う
る
。

こ
の
よ
う
に
、
反
不
正
当
競
争
法
は
競
争
法
で
あ
り
な
が
ら
、
反
壟
断
法
と
比
べ
る
と
、
不
公
正
な
競
争
手
段
か
ら
消
費
者
を
保
護

す
る
と
い
う
性
格
が
よ
り
顕
著
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、
電
子
商
取
引
に
お
け
る
消
費
者
の
保
護
と
い
う
観
点
か
ら
比
較
す
る
と
、
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電
子
商
務
法
は
反
不
正
当
競
争
法
よ
り
も
消
費
者
の
保
護
に
重
き
を
置
い
た
法
律
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
同
法
は
、
大
き
く
二
つ
の

側
面
に
お
い
て
、
反
壟
断
法
及
び
反
不
正
当
競
争
法
と
は
異
な
る
、
独
自
の
補
完
的
な
役
割
を
果
た
せ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
つ
は
反
壟
断
法
、
反
不
正
当
競
争
法
と
比
べ
、
電
子
商
務
法
は
消
費
者
が
最
も
よ
く
利
用
す
る
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

型
取
引
の
代
表
格
で
あ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
特
徴
に
、
よ
り
密
着
し
た
消
費
者
の
保
護
体
系
を
構
築
し
た
と
い
う
側

面
で
あ
る
。
例
え
ば
、
第
一
章
で
紹
介
し
た
消
費
者
の
「
利
便
性
を
享
有
す
る
権
利
」、「
商
品
の
受
取
と
検
査
を
す
る
権
利
」
及
び

「
評
価
を
行
う
権
利
」
等
を
保
護
す
る
規
定
は
、
何
れ
も
電
子
商
務
法
独
自
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
権
利
を
侵
害
す
る
行
為
は
、

反
壟
断
法
と
反
不
正
当
競
争
法
の
射
程
に
は
入
ら
な
い
た
め
、
電
子
商
務
法
の
役
割
は
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。

も
う
一
つ
は
、
電
子
商
務
法
は
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
利
用
し
て
商
品
・
役
務
を
販
売
す
る
出
店
者
と
当
該
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
運
営
す
る
管
理
者
の
事
業
者
と
し
て
の
共
通
性
を
認
め
つ
つ
も
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
運
営
す
る
管
理
者
側
の
優
位
性

や
特
性
を
念
頭
に
、
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
の
行
動
を
規
制
す
る
専
門
の
規
定
を
設
け
た
と
い
う
側
面
で
あ
る
。
例
え
ば
、

同
法
第
三
八
条
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
内
の
出
店
事
業
者
が
消
費
者
の
利
益
を
侵
害
す
る
行
為
を
知
り

な
が
ら
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
い
場
合
、
連
帯
責
任
を
負
う
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
同
法
第
三
九
条
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
は
、

消
費
者
に
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
内
の
商
品
又
は
役
務
を
評
価
す
る
手
段
を
提
供
し
、
ま
た
消
費
者
が
つ
け
た
評
価
を
勝
手
に
削
除
し
て

は
な
ら
な
い
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
更
に
、
同
法
第
四
〇
条
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
は
、
価
格
、
販
売
量
、
信
用
度
等
複
数
の
比

較
方
法
か
ら
、
消
費
者
に
商
品
又
は
役
務
の
検
索
結
果
を
多
元
的
に
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
規

定
は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
に
特
化
し
た
行
動
規
制
と
な
っ
て
い
る
。

出
店
事
業
者
に
対
す
る
管
理
責
任
の
放
棄
や
評
価
手
段
の
制
限
と
い
っ
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
の
行
動
は
、
遅
か
れ
速
か
れ
健
全

な
競
争
秩
序
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
消
費
者
の
権
利
を
侵
害
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
行
動
に
対
し
、
反
壟
断
法
、
反
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不
正
当
競
争
法
は
直
ち
に
対
処
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
こ
の
よ
う
な
空
白
を
穴
埋
め
す
る
と
い
う
補
完
的
役
割
を
電
子
商
務
法
が
果
た

し
て
い
る
。

他
方
で
三
法
の
射
程
範
囲
に
お
い
て
、
重
な
っ
て
い
て
必
ず
し
も
右
記
の
よ
う
に
棲
み
分
け
が
は
っ
き
り
し
な
い
部
分
も
あ
る
。
行

為
の
態
様
に
お
い
て
、
反
壟
断
法
又
は
反
不
正
当
競
争
法
の
射
程
に
も
入
り
う
る
行
為
に
つ
い
て
、
電
子
商
務
法
と
両
法
の
間
に
お
い

て
ど
の
よ
う
な
棲
み
分
け
が
な
さ
れ
、
相
互
補
完
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

に
つ
い
て
、
第
二
節
で
検
討
を
行
い
た
い
。

第
二
節
　
電
子
商
務
法
と
反
壟
断
法
、
反
不
正
当
競
争
法
の
相
互
補
完

既
述
の
よ
う
に
、
電
子
商
務
法
は
消
費
者
の
権
利
を
侵
害
す
る
行
為
を
直
接
に
規
制
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
消
費
者
の
利
益
を
保
護
し

て
い
る
。
反
壟
断
法
は
、
競
争
を
制
限
す
る
行
為
を
禁
止
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
消
費
者
の
保
護
を
図
っ
て
い
る
。
反
不
正
当
競
争
法
は
、

電
子
商
取
引
に
特
化
し
た
法
律
で
は
な
い
が
、
不
公
正
な
競
争
手
段
に
対
す
る
規
制
と
い
う
視
点
か
ら
、
消
費
者
の
保
護
に
寄
与
す
る

規
定
を
設
け
て
お
り
、
電
子
商
務
法
と
反
壟
断
法
の
中
間
に
位
置
付
け
る
よ
う
な
法
律
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

電
子
商
務
法
第
二
条
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
経
由
す
る
商
品
・
役
務
の
供
給
に
つ
い
て
「
そ
の
他
の
法
令
に
お
い
て
別
段
の
定
め

が
あ
る
と
き
は
、
そ
れ
を
適
用
す
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。
更
に
、
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
規
定
の
同
法
第
八
五
条
は
「
欺
瞞
的
な
又

は
誤
認
を
招
く
商
業
宣
伝
等
を
用
い
た
不
公
正
な
競
争
行
為
、
市
場
支
配
的
地
位
を
濫
用
す
る
行
為
」
に
つ
い
て
関
連
す
る
法
律
に
よ

り
処
分
す
る
と
定
め
て
い
る（（2
（

。
右
記
の
条
文
は
実
際
上
、
電
子
商
取
引
法
と
反
不
正
当
競
争
法
、
反
壟
断
法
の
規
制
の
射
程
が
明
ら
か

に
重
な
っ
て
い
る
領
域
に
つ
い
て
、
三
法
の
法
適
用
関
係
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る（（2
（

。
そ
こ
で
、
本
節
で
は
、
反
不
正
当
競

争
法
及
び
反
壟
断
法
の
射
程
と
重
な
っ
て
い
る
領
域
を
そ
れ
ぞ
れ
整
理
し
た
上
で
、
電
子
商
務
法
の
役
割
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
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第
一
項　

反
不
正
当
競
争
法
と
の
共
通
領
域
に
お
け
る
相
互
補
完

右
記
の
よ
う
に
、
電
子
商
務
法
第
八
五
条
は
「
欺
瞞
的
な
又
は
誤
認
を
招
く
商
業
宣
伝
等
を
用
い
た
不
公
正
な
競
争
行
為
」
に
つ
い

て
、
同
法
と
反
不
正
当
競
争
法
の
規
制
の
射
程
の
共
通
領
域
を
示
し
て
い
る
。

電
子
商
務
法
に
お
け
る
「
欺
瞞
的
な
又
は
誤
認
を
招
く
商
業
宣
伝
等
を
用
い
た
不
公
正
な
競
争
行
為
」
は
、
第
一
七
条
で
規
制
さ
れ

て
い
る
。
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
第
一
七
条
は
欺
瞞
的
な
商
業
宣
伝
等
を
禁
止
し
、
消
費
者
の
「
情
報
を
知
る
権
利
」
及
び
「
自

主
的
に
選
択
す
る
権
利
」
の
ほ
か
に
、「
公
平
な
取
引
を
受
け
る
権
利
」
を
保
護
す
る
条
文
で
も
あ
る
。
同
条
は
次
の
よ
う
に
定
め
て

い
る
。

「
第
一
七
条　

電
子
商
取
引
事
業
者
は
商
品
又
は
役
務
の
情
報
を
全
面
、
誠
実
か
つ
正
確
に
開
示
し
、
消
費
者
の
知
る
権
利
と
選
択
す

る
権
利
を
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
電
子
商
取
引
事
業
者
は
、
架
空
の
取
引
、
捏
造
の
ユ
ー
ザ
ー
評
価
等
、
欺
瞞
的
な
又
は
誤
認

を
招
く
商
業
宣
伝
を
用
い
て
、
消
費
者
を
欺
き
、
又
は
不
当
に
誘
導
し
て
は
な
ら
な
い
。」。

他
方
で
右
記
の
電
子
商
務
法
第
一
七
条
と
対
比
さ
れ
る
反
不
正
当
競
争
法
の
条
文
は
同
法
の
第
八
条
で
あ
る
。
同
条
も
「
消
費
者
の

情
報
を
知
る
権
利
」、「
自
主
的
に
選
択
す
る
権
利
」
及
び
「
公
平
な
取
引
を
受
け
る
権
利
」
に
寄
与
す
る
規
定
で
あ
る
。

「
第
八
条　

事
業
者
は
、
そ
の
販
売
す
る
商
品
の
性
能
、
効
能
、
品
質
、
販
売
状
況
、
顧
客
の
評
価
及
び
過
去
の
受
賞
歴
等
に
つ
い
て
、

欺
瞞
的
な
又
は
誤
認
を
招
く
商
業
宣
伝
を
用
い
て
、
消
費
者
を
欺
き
、
誘
引
し
て
は
な
ら
な
い
。

二　

事
業
者
は
、
欺
瞞
的
な
取
引
を
用
い
て
、
他
の
事
業
者
の
欺
瞞
的
又
は
誤
認
を
招
く
商
業
宣
伝
を
幇
助
し
て
は
な
ら
な
い
。」。
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ま
ず
は
電
子
商
務
法
第
一
七
条
と
反
不
正
当
競
争
法
第
八
条
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
電
子
商
務
法
は
、
電
子
商
取
引
事
業
者

と
消
費
者
間
に
お
け
る
情
報
の
非
対
称
性
に
着
眼
し
、
消
費
者
の
知
る
権
利
や
選
択
す
る
権
利
を
保
護
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
設
け
ら

れ
た
規
定
で
は
あ
る
が
、
欺
瞞
的
な
商
業
宣
伝
等
は
不
公
正
な
取
引
方
法
で
あ
っ
て
必
然
的
に
競
争
相
手
の
利
益
を
侵
害
す
る
行
為
で

も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
同
様
に
欺
瞞
的
な
商
業
宣
伝
等
を
禁
止
す
る
反
不
正
当
競
争
法
第
八
条
と
の
規
制
の
射
程
に
お
い
て
重
な
る
領

域
が
生
じ
る
。

他
方
で
、
異
な
る
点
と
言
え
ば
、
反
不
正
当
競
争
法
第
八
条
の
条
文
構
造
は
二
段
構
え
で
あ
り
、
第
一
項
に
お
い
て
事
業
者
が
自
身

の
た
め
の
違
法
な
宣
伝
等
を
禁
止
し
、
第
二
項
に
お
い
て
他
の
事
業
者
の
違
法
な
宣
伝
を
幇
助
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
。
更
に
具

体
的
に
言
う
と
、
商
品
の
性
能
や
販
売
事
業
、
評
価
等
に
つ
い
て
の
欺
瞞
的
宣
伝
は
事
業
者
自
身
の
た
め
に
用
い
た
時
に
禁
止
さ
れ
て

お
り
、
欺
瞞
的
な
取
引
は
他
の
事
業
者
の
た
め
に
用
い
た
時
に
禁
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
う
な
る
と
、
他
の
事
業
者
の
た

め
の
違
法
な
宣
伝
や
当
該
事
業
者
自
身
の
た
め
の
欺
瞞
的
な
取
引
は
、
少
な
く
と
も
条
文
の
内
容
構
成
か
ら
す
る
と
、
規
制
の
射
程
か

ら
外
れ
る
こ
と
と
な
る
。

こ
れ
に
対
し
、
電
子
商
務
法
第
一
七
条
は
そ
の
よ
う
な
二
段
構
え
の
構
造
を
採
っ
て
お
ら
ず
、
自
身
の
た
め
か
又
は
他
の
事
業
者
の

た
め
か
を
問
わ
ず
に
消
費
者
の
権
利
を
侵
害
す
る
欺
瞞
的
な
取
引
や
商
業
宣
伝
を
禁
止
し
て
お
り
、
反
不
正
当
競
争
法
の
射
程
で
は
カ

バ
ー
で
き
な
か
っ
た
部
分
を
シ
ー
ム
レ
ス
に
補
完
し
た
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る（（2
（

。

ま
た
、
電
子
商
務
法
に
お
い
て
は
、
第
一
七
条
に
違
反
し
た
場
合
の
罰
則
規
定
を
設
け
て
い
な
い
た
め
、
同
法
第
八
五
条
に
基
づ
く

と
反
不
正
当
競
争
法
の
規
定
（
第
二
〇
条
）
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
反
不
正
当
競
争
法
を
適
用
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
の
入
り
口
を
大
き
く
広
げ
た
と
い
う
点
に
お
い
て
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

他
方
で
、
右
記
の
両
法
に
お
い
て
、
異
な
る
視
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
相
互
補
完
の
役
割
を
果
た
し
合
う
規
定
も
あ
る
。
例
え
ば
、



163　　 中国のデジタル・プラットフォーム型ビジネスにおける消費者の保護（2・完）（姜　連甲）

両
法
は
と
も
に
消
費
者
の
「
自
主
的
に
選
択
す
る
権
利
」
の
保
護
を
図
っ
て
い
る
点
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、「
自
主

的
に
選
択
す
る
権
利
」
を
保
護
す
る
電
子
商
務
法
の
第
一
八
条
と
第
一
九
条
は
商
品
の
検
索
や
注
文
内
容
の
選
択
と
い
っ
た
消
費
者
に

と
っ
て
身
近
な
操
作
プ
ロ
セ
ス
に
着
眼
し
た
規
制
と
な
っ
て
お
り
、
同
法
独
自
の
罰
則
規
定
も
設
け
て
い
る（（2
（

。
こ
れ
に
対
し
、
反
不
正

当
競
争
法
の
第
一
二
条
は
「
自
主
的
に
選
択
す
る
権
利
」
が
侵
害
さ
れ
る
と
公
正
な
競
争
も
阻
害
さ
れ
る
と
い
う
観
点
に
着
眼
し
、
技

術
的
な
手
段
を
用
い
る
等
を
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
商
品
を
選
択
す
る
権
利
を
侵
害
す
る
行
為
を
規
制
し
て
い
る
。
着
眼
点
は
異
な
っ

て
い
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
「
自
主
的
に
選
択
す
る
権
利
」
の
保
護
に
寄
与
す
る
規
定
で
あ
る（（2
（

。

と
こ
ろ
で
、
電
子
商
務
法
第
一
九
条
に
つ
い
て
い
う
と
、
所
謂
ス
テ
ル
ス
抱
き
合
わ
せ
販
売
（
不
意
打
ち
的
抱
き
合
わ
せ
販
売
）
等
を

規
制
し
て
い
る
規
定
で
あ
る
。
電
子
商
務
法
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
、
抱
き
合
わ
せ
販
売
を
巡
る
行
為
は
も
と
も
と
反
不
正
当
競
争
法
一

二
条
に
お
い
て
禁
止
さ
れ
て
い
た
も
の
だ
っ
た
。
二
〇
一
七
年
の
改
正
時
に
反
壟
断
法
と
の
棲
み
分
け
を
図
る
た
め
に
、
旧
一
二
条
に

あ
っ
た
抱
き
合
わ
せ
販
売
の
一
般
規
定
が
削
除
さ
れ
、
反
壟
断
法
に
一
元
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
前
述
の
よ
う
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
商

品
を
選
択
す
る
権
利
の
侵
害
に
対
す
る
規
制
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
抱
き
合
わ
せ
販
売
と
い
う
点
に
着
眼
す
る
と
、
電
子

商
務
法
第
一
九
条
は
、
反
壟
断
法
規
制
の
射
程
範
囲
を
補
完
す
る
役
割
も
果
た
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
次
項
で

は
、
電
子
商
務
法
と
反
壟
断
法
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

第
二
項　

反
壟
断
法
と
の
共
通
領
域
に
お
け
る
相
互
補
完

既
述
の
よ
う
に
、
電
子
商
取
引
の
過
程
に
お
け
る
「
市
場
支
配
的
地
位
を
濫
用
す
る
行
為
」
に
つ
い
て
、
電
子
商
務
法
は
独
自
の
罰

則
を
設
け
て
い
な
い
。
代
わ
り
に
、
同
法
第
八
五
条
は
反
壟
断
法
の
規
定
（
具
体
的
に
い
う
と
、「
市
場
支
配
的
地
位
を
濫
用
す
る
行
為
」

は
、
同
法
第
四
七
条
の
適
用
を
受
け
る
）
を
適
用
す
る
こ
と
を
定
め
て
お
り
、「
市
場
支
配
的
地
位
を
濫
用
す
る
行
為
」
は
電
子
商
務
法
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と
反
壟
断
法
の
規
制
射
程
が
重
な
る
領
域
で
あ
る
。

電
子
商
務
法
に
お
い
て
、
直
接
に
市
場
支
配
的
地
位
の
濫
用
を
規
制
す
る
条
文
は
第
二
二
条
で
あ
る
。
同
条
は
次
の
よ
う
に
定
め
て

い
る
。

「
第
二
二
条　

技
術
上
の
優
位
性
、
ユ
ー
ザ
ー
の
数
、
関
連
業
界
に
対
す
る
支
配
力
及
び
取
引
に
お
け
る
他
の
事
業
者
の
当
該
事
業
者

に
対
す
る
依
存
度
等
に
よ
り
、
市
場
支
配
的
地
位
を
有
す
る
電
子
商
取
引
事
業
者
は
、
そ
の
地
位
を
濫
用
し
て
、
競
争
を
制
限
し
、
又

は
排
除
し
て
は
な
ら
な
い
。」。

反
壟
断
法
と
の
関
係
に
お
い
て
、
同
条
は
電
子
商
取
引
の
視
点
か
ら
、
市
場
支
配
的
地
位
の
濫
用
を
巡
る
反
壟
断
法
の
規
制
を
補
完

す
る
規
定
と
評
価
さ
れ
て
い
る（（2
（

（
反
壟
断
法
の
第
六
条
と
第
一
七
条
は
、
市
場
支
配
的
地
位
の
濫
用
行
為
を
禁
止
し
て
い
る
）。
反
壟
断
法
第

一
八
条
は
、
市
場
支
配
的
地
位
を
認
定
す
る
た
め
の
考
慮
事
項
を
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

「
第
一
八
条　

事
業
者
の
市
場
支
配
的
地
位
を
認
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
基
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　

当
該
事
業
者
の
関
連
市
場
に
お
け
る
市
場
占
拠
率
、
及
び
関
連
市
場
の
競
争
状
況

二　

当
該
事
業
者
の
供
給
市
場
又
は
原
材
料
購
入
市
場
を
支
配
す
る
能
力

三　

当
該
事
業
者
の
資
金
力
及
び
技
術
条
件

四　

他
の
事
業
者
の
当
該
事
業
者
に
対
す
る
取
引
上
の
依
存
度

五　

他
の
事
業
者
の
関
連
市
場
へ
の
参
入
障
壁
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六　

当
該
事
業
者
の
市
場
支
配
的
地
位
の
認
定
に
係
る
そ
の
他
の
要
素
」

右
記
の
各
号
は
市
場
支
配
的
地
位
を
認
定
す
る
際
の
競
争
市
場
一
般
の
考
慮
要
素
を
示
し
て
い
る
が
、
例
示
規
定
で
あ
る
。
第
六
号

は
「
当
該
事
業
者
の
市
場
支
配
的
地
位
の
認
定
に
係
る
そ
の
他
の
要
素
」
と
い
う
落
穂
拾
い
の
役
割
を
果
た
す
予
備
的
規
定
と
な
っ
て

お
り
、
市
場
の
特
性
に
合
わ
せ
て
ほ
か
の
考
慮
要
素
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
そ
こ
に
右
記
の
電
子
商
務
第
二
二
条
が
応

え
る
よ
う
に
、
技
術
上
の
優
位
性
、
ユ
ー
ザ
ー
の
数
、
関
連
業
界
に
対
す
る
支
配
力
と
い
っ
た
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
型
取

引
の
特
性
に
対
応
す
る
新
た
な
判
断
の
要
素
を
提
供
し
、
反
壟
断
法
の
不
足
を
補
っ
て
い
る
。
他
方
で
、
電
子
商
務
法
第
二
二
条
で
示

さ
れ
て
い
る
考
慮
要
素
に
つ
い
て
、
電
子
商
取
引
を
巡
る
競
争
の
特
徴
を
正
確
に
捉
え
て
お
ら
ず
、
最
も
考
慮
す
べ
き
核
心
的
な
要
素

に
は
辿
り
着
い
て
い
な
い
と
い
う
批
判
も
あ
る（（2
（

。
し
か
し
、
第
二
二
条
も
例
示
規
定
で
あ
り
、
電
子
商
取
引
を
巡
る
競
争
の
特
徴
を
よ

り
正
確
に
捉
え
た
考
慮
要
素
を
、
今
後
の
法
解
釈
や
実
務
運
用
に
徐
々
に
取
り
入
れ
て
い
け
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
不
備
が
あ
る
と

し
て
も
、
同
条
は
反
壟
断
法
を
適
用
す
る
た
め
の
入
り
口
を
広
げ
た
と
い
う
意
味
に
お
い
て
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

他
方
で
、
競
争
制
限
効
果
の
面
に
お
い
て
「
市
場
支
配
的
地
位
を
濫
用
す
る
行
為
」
と
ま
で
は
言
え
な
い
も
の
の
、
予
防
的
規
制
の

よ
う
に
反
壟
断
法
と
共
通
す
る
一
部
の
行
為
類
型
が
、
電
子
商
務
法
に
お
い
て
も
規
制
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
反
壟
断
法
は
、
市
場

支
配
的
地
位
の
濫
用
に
該
当
す
る
行
為
を
同
法
第
一
七
条
で
定
め
て
い
る
。
同
条
第
一
項
五
号
は
、
市
場
支
配
的
地
位
に
あ
る
事
業
者

に
よ
る
抱
き
合
わ
せ
販
売
を
含
む
不
当
な
拘
束
条
件
付
取
引
を
禁
止
し
て
い
る
。
右
記
の
行
為
は
消
費
者
の
利
益
も
侵
害
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
市
場
支
配
力
を
有
し
な
い
事
業
者
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
場
合
は
、
反
壟
断
法
の
射
程
が
及
ば
な
い
。

こ
れ
に
対
し
、
ま
ず
電
子
商
務
法
第
一
九
条
は
、「
電
子
商
取
引
事
業
者
は
、
商
品
又
は
役
務
の
供
給
と
併
せ
て
他
の
商
品
又
は
役

務
も
供
給
す
る
場
合
は
、
明
確
な
方
法
を
用
い
て
消
費
者
の
注
意
を
喚
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
抱
き
合
わ
せ
て
供
給
す
る
商
品
又
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は
役
務
を
、
予
め
同
意
さ
れ
た
黙
認
選
択
と
し
て
設
定
し
て
は
な
ら
な
い
。」
と
規
定
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
等
に
お

い
て
消
費
者
が
よ
く
遭
遇
す
る
、
ス
テ
ル
ス
抱
き
合
わ
せ
販
売
等
を
禁
止
し
、
独
自
の
罰
則
（
同
法
第
七
七
条
）
を
設
け
て
規
制
し
て

い
る
。
市
場
支
配
的
地
位
を
有
す
る
か
ど
う
か
を
条
文
の
発
動
要
件
と
し
て
い
な
い
た
め
、
反
壟
断
法
の
射
程
が
及
ば
な
い
領
域
を
カ

バ
ー
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
場
支
配
的
地
位
の
濫
用
に
よ
る
抱
き
合
わ
せ
販
売
に
対
し
て
は
、
電
子
商
務
法
よ
り
も
反
壟
断
法
の
ほ
う

が
よ
り
強
力
的
な
制
裁
措
置
（
同
法
第
四
七
条
）
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
両
法
は
こ
の
よ
う
に
相
互
補
完
の
役
割
を
果
た
し
合
っ

て
い
る（（2
（

。

次
に
、
電
子
商
務
法
第
三
五
条
は
「
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
は
、
利
用
規
約
、
取
引
規
定
及
び
技
術
的
手
段
等
を
用
い

て
、
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
内
の
事
業
者
の
取
引
、
取
引
価
格
及
び
そ
の
他
の
事
業
者
と
の
取
引
等
に
対
し
て
不
当
な
制
限
、

不
当
な
条
件
又
は
不
当
な
対
価
を
要
求
し
て
は
な
ら
な
い
。」
と
定
め
、
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
内
で
起
こ
り
う
る
不
当
な

拘
束
条
件
付
取
引
を
規
制
し
て
い
る
。
こ
の
条
文
は
、
中
国
で
深
刻
化
し
た
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
に
よ
る
所
謂
「
二
選

一
」
問
題
を
念
頭
に
立
法
さ
れ
た
規
定
で
あ
る（（2
（

。
直
接
的
に
は
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
運
営
者
と
当
該
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
に
出
店
す
る
事
業
者
間
の
関
係
を
規
律
す
る
規
定
で
あ
る
が
、
出
店
す
る
事
業
者
側
に
受
け
る
不
利
益
が
そ
の
ま
ま
消
費
者
側
に
転

嫁
さ
れ
や
す
い
と
い
う
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
型
ビ
ジ
ネ
ス
の
特
徴
を
考
え
る
と
、
間
接
的
に
消
費
者
の
利
益
の
保
護
に
寄

与
す
る
規
定
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。

デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
に
よ
る
様
々
な
不
当
な
拘
束
条
件
に
対
し
、
前
述
の
反
壟
断
法
第
一
七
条
第
一
項
四
号
の
条
文

を
適
用
し
よ
う
と
思
え
ば
、
市
場
支
配
的
地
位
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
型
ビ
ジ

ネ
ス
に
お
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
は
自
己
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
内
で
支
配
力
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

し
て
も
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
外
に
お
い
て
も
市
場
支
配
的
地
位
を
有
す
る
と
は
限
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
当
該
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
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ー
の
市
場
全
体
に
お
け
る
支
配
的
地
位
を
立
証
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
反
壟
断
法
を
適
用
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
他
方
で
、

独
自
の
罰
則
規
定
（
同
法
第
八
二
条
）
を
持
つ
電
子
商
務
法
第
三
五
条
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
出
店
す
る
事
業
者
に
対
し
て
デ
ジ

タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
が
相
対
的
な
優
越
的
地
位
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
着
眼
す
る
規
制
と
な
っ
て
お
り
、
競
争
法
上
の
市
場

支
配
的
地
位
を
法
的
要
件
と
し
て
い
な
い
た
め
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
内
で
起
こ
り
う
る
相
対
的
な
優
越
的
地
位
に
よ
る
濫
用
行
為
に

対
し
て
も
柔
軟
に
対
処
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
電
子
商
務
法
と
反
壟
断
は
こ
の
よ
う
に
相
互
補
完
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る（（3
（

。

結
び

中
国
は
、
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
型
競
争
の
到
来
に
備
え
る
た
め
の
競
争
法
整
備
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
。
中
国
式
の

原
則
と
柔
軟
性
を
備
え
た
多
段
階
型
規
制
体
系
は
、
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
内
の
競
争
秩
序
を
ど
の
よ
う
に
規
律
し
、
消
費

者
の
利
益
を
ど
の
よ
う
に
保
護
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
法
の
介
入
に
よ
る
技
術
革
新
の
抑
止
と
い
う
副
作
用
を
ど
の
よ
う
に

回
避
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
を
調
査
解
明
す
る
こ
と
は
、
日
本
に
お
け
る
中
国
競
争
法
分
野
の
研
究
に
も
重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
。

ま
た
、
現
在
日
本
で
進
め
ら
れ
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
を
巡
る
取
引
環
境
整
備
に
も
、
参
考
と
な
る
実
践
的
モ
デ

ル
を
提
示
し
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
本
稿
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
市
場
を
代
表
格
と
す
る
Ｂ 

ｔ
ｏ 

Ｃ
市
場
を
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
、
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
型
の
取
引
市
場
に
お
い
て
消
費
者
の
利
益
が
ど
の
よ
う
に
保
護
さ
れ
る
べ
き
か

と
い
う
視
点
か
ら
、
中
国
電
子
商
務
法
の
制
度
設
計
に
着
眼
し
、
同
法
が
如
何
に
消
費
者
の
権
利
を
保
護
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、

そ
の
法
的
枠
組
み
の
整
理
を
行
っ
た
。
ま
た
、
反
壟
断
法
及
び
反
不
正
当
競
争
法
の
相
互
補
完
の
役
割
に
つ
い
て
も
検
討
を
試
み
た
。
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電
子
商
務
法
は
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
型
ビ
ジ
ネ
ス
の
環
境
整
備
に
特
化
し
た
専
門
的
な
法
律
で
あ
る
。
同
法
の
制
度
設

計
に
お
い
て
、
消
費
者
権
利
の
保
護
が
大
き
な
柱
と
な
っ
て
い
る（（3
（

。
消
費
者
の
保
護
を
巡
っ
て
、
反
壟
断
法
と
反
不
正
当
競
争
法
の
ほ

か
に
、
中
華
人
民
共
和
国
合
同
法
（
筆
者
注
：
契
約
法
）、
中
華
人
民
共
和
国
産
品
質
量
法
（
筆
者
注
：
製
品
品
質
法
）、
中
国
民
法
総
則
、

中
国
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
安
全
法
、
消
費
者
保
護
法
等
と
の
調
整
も
論
点
と
な
っ
て
く
る（（3
（

。
本
稿
は
、
競
争
法
と
の
関
係
と
い
う
視
点
か

ら
、
電
子
商
務
法
を
反
壟
断
法
、
反
不
正
当
競
争
法
と
比
較
し
な
が
ら
、
こ
の
三
つ
の
法
律
は
ど
の
よ
う
に
相
互
補
完
し
な
が
ら
、
消

費
者
の
権
利
を
保
護
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
の
検
討
を
試
み
た
。

他
方
で
、
論
述
や
検
討
を
尽
く
し
て
い
な
い
箇
所
も
多
々
あ
る
。
例
え
ば
、
本
稿
の
テ
ー
マ
に
関
連
す
る
判
例
を
幾
つ
か
交
え
て
説

明
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
紙
幅
に
制
約
が
あ
る
中
で
、
判
例
の
紹
介
を
別
稿
に
譲
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
本
稿
は
消
費
者
の
保

護
に
焦
点
を
当
て
、
右
記
三
法
の
相
互
補
完
の
役
割
に
つ
い
て
検
討
し
た
が
、
う
ま
く
補
完
で
き
て
い
な
い
側
面
に
つ
い
て
は
十
分
に

触
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
検
討
も
別
稿
に
譲
る
こ
と
に
す
る
。

現
在
、
反
壟
断
法
の
改
正
も
進
め
ら
れ
て
お
り
、
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
型
ビ
ジ
ネ
ス
が
も
た
ら
す
市
場
競
争
の
変
化
に
、

如
何
に
法
改
正
し
て
対
応
し
て
い
く
か
が
重
要
な
争
点
と
な
っ
て
い
る
。
反
壟
断
法
の
改
正
に
伴
い
、
電
子
商
務
法
と
の
関
係
も
再
び

焦
点
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
を
注
視
し
つ
つ
、
最
新
の
動
向
も
本
研
究
の
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ッ
プ
と
な
る
新
し
い
論
文
に
織
り
込
み

た
い
。

（
1
）　

立
正
法
学
論
集
五
三
巻
二
号
（
通
巻
百
号
）
八
九

－

一
〇
九
頁
（
二
〇
二
〇
年
）。

（
2
）　

呂
来
明
＝
鄭
国
華
「『
電
子
商
務
法
』
重
点
条
文
理
解
与
適
用
（
七
）」
中
国
市
場
監
管
報
二
〇
一
九
年
五
月
一
四
日
〇
〇
七
版
。
以
下
、「
呂
＝
鄭

『
電
子
商
務
法
重
点
条
文
（
七
）』」
と
い
う
。

（
3
）　

政
令
名
の
日
本
語
訳
：「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
保
護
強
化
に
関
す
る
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
の
決
定
」。
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（
4
）　

呂
＝
鄭
「
電
子
商
務
法
重
点
条
文
（
七
）」。

（
5
）　

呂
＝
鄭
「
電
子
商
務
法
重
点
条
文
（
七
）」。

（
6
）　

呂
＝
鄭
「
電
子
商
務
法
重
点
条
文
（
七
）」。

（
7
）　

郭
鋒
ほ
か
編
『
中
華
人
民
共
和
国
電
子
商
務
法
法
律
適
用
与
案
例
指
引
』（
人
民
法
院
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
）
四
二
九

－

四
三
三
頁
（
以
下
、
郭

『
電
子
商
務
法
適
用
与
案
例
』
と
い
う
）。

（
8
）　

呉
文
博
ほ
か
「
電
子
商
務
環
境
下
消
費
者
権
益
的
保
護
─
『
以
電
子
商
務
法
為
視
角
』」
電
子
商
務
二
〇
一
九
年
〇
六
期
二
一

－

二
二
頁
。
以
下
、

「
呉
ほ
か
『
電
子
商
務
消
費
者
保
護
』」
と
い
う
。

（
9
）　

郭
『
電
子
商
務
法
適
用
与
案
例
』
三
三
九

－

三
四
〇
頁
。

（
10
）　

電
子
商
務
起
草
組
『
中
華
人
民
共
和
国
電
子
商
務
法
解
読
』（
中
国
法
制
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
）
一
四
頁
（
以
下
、
起
草
組
『
電
子
商
務
法
解
読
』

と
い
う
）。

（
11
）　

孔
祥
俊
ほ
か
『
反
不
正
当
競
争
法
実
用
応
答
』（
知
的
財
産
出
版
社
、
二
〇
〇
六
）
四

－

五
頁
。

（
12
）　

現
行
反
不
正
当
競
争
法
第
二
条
は
、
不
正
競
争
行
為
を
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。「
こ
の
法
律
に
お
い
て
『
不
正
当
競
争
行
為
』
と
は
、
事
業
者

が
生
産
経
営
活
動
に
お
い
て
こ
の
法
律
の
規
定
に
違
反
し
、
市
場
の
競
争
秩
序
を
阻
害
し
、
他
の
事
業
者
又
は
消
費
者
の
合
法
的
な
利
益
を
侵
害
す
る
行

為
を
い
う
。」。

（
13
）　Q

ihoo 360

が
送
り
出
し
た
「360 Q

Q
 bodyguard

」
と
い
う
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
製
品
の
名
前
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
とT

encent

の
イ
ン
ス
タ
ン
ト

メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
製
品
で
あ
る
Ｑ
Ｑ
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
を
取
っ
て
組
み
合
わ
せ
た
表
現
で
あ
る
。「
３
Ｑ
大
戦
」
と
い
う
表
現
は
、
実
際
に
高
裁
や
最
高
裁

の
判
決
文
の
中
で
も
用
い
ら
れ
る
ほ
ど
浸
透
し
た
造
語
と
な
っ
て
い
る
。

（
14
）　
「
３
６
０
扣
扣
保
鏢
」
と
い
う
製
品
名
の
由
来
に
つ
い
て
、「
３
６
０
」
はQ

ihoo 360

、「
保
鏢
」
は360 Q

Q
 bodyguard

を
そ
れ
ぞ
れ
意
味
す

る
が
、
他
方
で
「
扣
扣
」
は
中
国
語
の
発
音
が
英
文
字
Ｑ
Ｑ
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
の
当
て
字
と
し
て
使
わ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

（
15
）　

反
壟
断
法
第
一
七
条
第
二
項
は
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

「
二　

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
市
場
支
配
的
地
位
」
と
は
、
事
業
者
が
関
連
市
場
に
お
い
て
商
品
価
格
、
数
量
若
し
く
は
そ
の
他
の
取
引
条
件
を
支
配

し
、
又
は
他
の
事
業
者
の
関
連
市
場
へ
の
参
入
を
阻
止
し
又
は
影
響
す
る
能
力
を
有
す
る
市
場
に
お
け
る
地
位
の
こ
と
を
い
う
。」。

（
16
）　

広
東
省
人
民
法
院
民
事
判
決
書
（
二
〇
一
一
）
粤
高
法
民
三
初
字
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
三
月
二
〇
日
）。
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（
17
）　

最
高
人
民
法
院
（
二
〇
一
三
）
民
三
終
字
第
四
号
（
二
〇
一
四
年
一
〇
月
八
日
）。

（
18
）　

日
本
語
に
よ
る
一
審
判
決
の
紹
介
と
検
討
に
つ
い
て
鄭
双
石
＝
林
秀
弥
「
中
国
競
争
法
に
お
け
る
双
方
向
市
場
（tw

o-sided m
arket

）
の
画
定
：

奇
虎
３
６
０
対
テ
ン
セ
ン
ト
事
件
を
中
心
に
」
情
報
通
信
政
策
レ
ビ
ュ
ー
九
号
一
四
四

－

一
七
七
（
二
〇
一
四
）、
二
審
判
決
の
紹
介
と
検
討
に
つ
い
て

劉
智
慧
「
奇
虎
３
６
０
訴
テ
ン
セ
ン
ト
最
高
裁
判
決
（
二
〇
一
三
）
民
三
終
字
第
四
号
の
評
釈
」
六
甲
台
論
集
六
五
巻
一
号
一
四
九

－

一
七
〇
（
二
〇
一

八
）
等
が
あ
る
。

（
19
）　

宋
一
楠
「
試
析
新
『
反
不
当
競
争
法
』
第
十
二
条
規
定
」
法
制
博
覧
第
二
〇
期
二
〇
七
頁
（
二
〇
一
六
年
）。
王
瑞
賀
＝
楊
紅
灿
『
中
華
人
民
共
和

国
反
不
正
当
競
争
法 
釈
義
』（
北
京
民
主
法
制
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
）
六
一

－

六
二
頁
。
潘
昭
成
「
軟
件
悪
意
和
不
兼
容
行
為
的
邏
輯
分
析
及
司
法
適

用
―
从
『
反
不
正
当
競
争
法
』
第
十
二
条
第
二
款
第
三
項
談
起
」
荊
楚
理
工
学
院
学
報
第
三
三
巻
第
五
期
七
二
頁
（
二
〇
一
八
年
）。

（
20
）　

反
不
正
当
競
争
法
改
正
第
一
一
条
は
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

「
事
業
者
は
虚
偽
又
は
誤
認
さ
せ
る
情
報
を
流
布
し
、
競
争
相
手
の
事
業
の
信
用
又
は
商
品
の
名
声
を
毀
損
し
て
は
な
ら
な
い
。」。

（
21
）　

電
子
商
取
引
の
分
野
に
お
い
て
、
電
子
商
務
法
が
特
別
法
で
あ
る
た
め
、
同
法
の
規
定
は
優
先
的
に
適
用
さ
れ
る
が
、
同
法
に
罰
則
に
関
す
る
特
段

の
定
め
が
な
け
れ
ば
、
反
不
正
当
競
争
法
又
は
反
壟
断
法
の
罰
則
が
準
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
22
）　

朱
理
＝
曽
友
林
「
電
子
商
務
法
与
競
争
法
的
銜
接
：
体
系
邏
輯
与
法
展
望
」
中
国
社
会
科
学
院
研
究
生
院
学
報
二
期
（
二
〇
一
九
年
）
一
〇
五
頁
。

以
下
、「
朱
＝
曽
『
電
子
商
務
法
与
競
争
法
的
銜
接
』」
と
い
う
。

（
23
）　

朱
＝
曽
「
電
子
商
務
法
与
競
争
法
的
銜
接
」
一
〇
五
頁
、
一
〇
七
頁
。

（
24
）　

第
一
八
条
は
「
電
子
商
取
引
事
業
者
は
、
消
費
者
の
趣
味
、
消
費
習
慣
等
の
特
徴
に
基
づ
い
て
商
品
又
は
役
務
の
検
索
結
果
を
表
示
す
る
場
合
は
、

当
該
消
費
者
の
個
人
的
特
徴
に
基
づ
か
な
い
選
択
肢
も
同
時
に
表
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
消
費
者
の
利
益
を
等
し
く
尊
重
し
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」
と
定
め
て
お
り
、
ユ
ー
ザ
ー
を
区
別
し
て
有
利
又
は
不
利
な
異
な
る
情
報
を
表
示
さ
せ
る
よ
う
な
検
索
結
果
の
操
作
が
消
費
者
の
自
主
的
選
択
権

を
阻
害
す
る
行
為
と
し
て
禁
止
す
る
方
針
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。

第
一
九
条
は
「
電
子
商
取
引
事
業
者
は
、
商
品
又
は
役
務
の
供
給
と
併
せ
て
他
の
商
品
又
は
役
務
も
供
給
す
る
場
合
は
、
明
確
な
方
法
を
用
い
て
消
費

者
の
注
意
を
喚
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
抱
き
合
わ
せ
て
供
給
す
る
商
品
又
は
役
務
を
、
予
め
同
意
さ
れ
た
黙
認
選
択
と
し
て
設
定
し
て
は
な
ら
な

い
。」
と
定
め
て
お
り
、
自
主
的
選
択
権
を
侵
害
す
る
、
ス
テ
ル
ス
抱
き
合
わ
せ
販
売
等
を
規
制
し
て
い
る
。

第
一
八
条
と
第
一
九
条
に
違
反
し
た
場
合
、
同
法
第
七
九
条
は
「
電
子
商
取
引
事
業
者
が
、
第
一
八
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
検
索
の
結
果
を
提
供
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し
、
又
は
第
一
九
条
の
規
定
に
違
反
し
商
品
、
役
務
を
抱
き
合
わ
せ
て
販
売
す
る
行
為
が
あ
る
と
き
は
、
市
場
監
督
管
理
部
門
が
期
限
を
設
け
、
業
務
の

改
善
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
違
法
な
収
益
を
没
収
す
る
ほ
か
、
五
万
元
以
上
二
〇
万
元
以
下
の
過
料
に
処
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
状
況
が
深

刻
で
特
に
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
二
〇
万
元
以
上
五
〇
万
元
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。」
と
定
め
て
い
る
。

（
２５
）　

反
不
正
当
競
争
法
第
一
二
条
は
競
合
事
業
者
等
の
業
務
を
妨
害
、
排
除
す
る
た
め
に
、
利
用
者
の
選
択
権
を
制
限
し
、
犠
牲
に
す
る
こ
と
を
禁
止
し

て
い
る
。
同
条
は
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

　
「
第
一
二
条　

事
業
者
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
事
業
活
動
を
営
む
場
合
、
こ
の
法
律
の
規
定
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
事
業
者
が
技
術

的
な
手
段
を
用
い
、
そ
の
他
い
か
な
る
方
法
を
も
っ
て
す
る
か
を
問
わ
ず
、
利
用
者
の
選
択
を
制
限
し
、
又
は
次
に
掲
げ
る
行
為
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

他
の
事
業
者
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
商
品
又
は
役
務
を
供
給
す
る
業
務
を
妨
害
、
排
除
し
て
は
な
ら
な
い
。

一　

同
意
を
得
る
こ
と
な
く
、
他
の
事
業
者
が
合
法
的
に
供
給
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
商
品
又
は
役
務
に
、
ハ
イ
パ
ー
リ
ン
ク
を
挿
入
し
、
又
は
リ

ダ
イ
レ
ク
ト
を
設
定
す
る
こ
と

二　

他
の
事
業
者
の
合
法
的
に
供
給
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
商
品
又
は
役
務
を
変
更
、
閉
鎖
、
ア
ン
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
よ
う
に
、
利
用
者
を
不
当

に
誘
導
し
、
瞞
着
し
、
強
制
す
る
こ
と

三　

他
の
事
業
者
の
合
法
的
に
供
給
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
商
品
又
は
役
務
と
の
互
換
性
を
意
図
的
に
維
持
し
な
い
こ
と

四　

他
の
事
業
者
が
合
法
的
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
商
品
又
は
役
務
を
供
給
す
る
事
業
活
動
を
妨
害
、
排
除
す
る
そ
の
他
の
行
為
」。

（
２６
）　

朱
＝
曽
「
電
子
商
務
法
与
競
争
法
的
銜
接
」
一
〇
五
頁
。

（
２７
）　

朱
＝
曽
「
電
子
商
務
法
与
競
争
法
的
銜
接
」
一
〇
七

－

一
〇
九
頁
。

（
２８
）　

朱
＝
曽
「
電
子
商
務
法
与
競
争
法
的
銜
接
」
一
一
〇
頁
。

（
２９
）　

起
草
組
『
電
子
商
務
法
解
読
』
一
七
四

－

一
七
五
頁
。「
二
選
一
」
と
は
、
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
は
、
自
己
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

へ
出
店
す
る
な
ら
、
競
争
者
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
へ
の
同
時
出
店
を
取
り
や
め
さ
せ
る
こ
と
を
出
店
事
業
者
に
強
要
す
る
と
い
う
、
実
質
的
に
排
他
条

件
付
取
引
の
行
為
を
指
し
て
い
る
。「
二
選
一
」
を
実
施
す
る
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
の
市
場
支
配
的
地
位
が
立
証
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な

け
れ
ば
、
反
壟
断
法
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
電
子
商
務
法
第
三
五
条
は
、
そ
こ
の
空
白
を
補
う
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
。

（
３０
）　

他
方
で
、
相
対
的
優
越
的
地
位
と
い
う
発
想
と
条
文
設
計
に
疑
問
を
呈
し
、
批
判
す
る
意
見
も
あ
る
。
朱
＝
曽
「
電
子
商
務
法
与
競
争
法
的
銜
接
」

一
一
〇

－

一
一
二
頁
。
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（
３１
）　

起
草
組
『
電
子
商
務
法
解
読
』
八
頁
。

（
３２
）　

呉
ほ
か
「
電
子
商
務
消
費
者
保
護
』
二
一
頁
。


